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平 成 29 年 度 決 算

　

平
成
29
年
度
の
決
算
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
議
員
全
員
に
よ
る

決
算
特
別
委
員
会
（
菊
谷
忠
光
委
員
長
）
を
設
置
し
て

審
査
。
そ
の
他
特
別
会
計
、
企
業
会
計
決
算
は
総
務
文

教
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
し

た
結
果
、
全
て
の
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計 66億9578万円
昨年度比６億６万円減 認定

◉
29
年
度
一
般
会
計
決
算
の
主
な
事
業
◉

室内プール大規模改修事業
� （第二期）　7807万円

町営住宅　鳴戸団地建替事業
� （２棟４戸）　6707万円

あじバス（コミュニティバス）
運行委託料� １億3646万円

会 計 別 歳　　入 歳　　出 差し引き 地方債（借金）残高
一 般 会 計 67億7866万円 66億9579万円 8287万円 98億9661万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 19億5833万円 18億8678万円 7155万円 －
農 業 集 落 排 水 事 業 １億3466万円 １億3364万円 102万円 11億9927万円
小 規 模 水 道 事 業 691万円 562万円 129万円 3217万円
公 共 下 水 道 事 業 ３億5160万円 ３億4990万円 170万円 25億8304万円
墓 地 公 園 事 業 48万円 48万円 0万円 －
介 護 保 険 事 業 16億9937万円 16億4672万円 5265万円 －
後 期 高 齢 者 医 療 １億2423万円 １億2267万円 156万円 －
水 産 業 振 興 事 業 3328万円 2734万円 594万円 －

平成29年度　企業会計決算状況
水 

道 

事 

業

収　　益　　的　　収　　支 資　　本　　的　　収　　支
事業収益 事業費用 差し引き 資本的収入 資本的支出 差し引き
３億794万円 ２億6987万円 3807万円 4207万円 １億3990万円 △9783万円
地方債残高　　18億2753万円（平成29年度から旧簡水特別会計と統合）

※資本的収支不足分9783万円は、当年度分損益勘定留保資金8329万円・繰越利益剰余金処分額1454万円で補てん

� 〈決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています〉

平成29年度　各会計決算状況

しっかりチェック

写真は
旧芦萢
小学校
解体の
ようす

廃校校舎等解体事業� 2306万円
（旧浜横沢・旧芦萢小学校）
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平 成 29 年 度 決 算

29年度に残ったお金

8287万円
●実　  質　  収　  支
（黒字）　8287万円
そのうち約半分を
▽財政調整基金に積立て

　（貯金）　4200万円
※昨年度比100万円減

▽30年度に繰り越し
　　　　　  4087万円

【地方債現在高】
（町の借金）

98億9661万円
昨年度比

２億9544万円減

【財政調整基金】
（町の貯金）
3億6906万円
昨年度比
5800万円減

平成29年度

決　算

歳　入
６７億７８６６万円

町税
７億9595万円
（11.7％）

町税
７億9595万円
（11.7％）

町債
５億2360万円
（7.7％）

町債
５億2360万円
（7.7％）

県支出金
４億5176万円
（6.7％）

県支出金
４億5176万円
（6.7％）

地方交付税
34億6588万円
（51.1％）

地方交付税
34億6588万円
（51.1％）

地方消費税交付金
１億6882万円
（2.5％）

地方消費税交付金
１億6882万円
（2.5％）

地方譲与税
6396万円
（0.9％）

地方譲与税
6396万円
（0.9％）

公債費
９億2459万円
（13.8％）

公債費
９億2459万円
（13.8％）

土木費
６億7523万円
（10.1％）

土木費
６億7523万円
（10.1％）

教育費
４億7778万円
（7.1％）

教育費
４億7778万円
（7.1％）

衛生費
３億9223万円
（5.9％）

衛生費
３億9223万円
（5.9％）

農林水産業費
３億6548万円
（5.5％）

農林水産業費
３億6548万円
（5.5％）

議会費
6022万円
（0.9％）

議会費
6022万円
（0.9％）

商工費
１億1070万円
（1.7％）

商工費
１億1070万円
（1.7％）

災害復旧事業費
86万円
（0.0％）

災害復旧事業費
86万円
（0.0％）

労働費
83万円
（0.0％）

労働費
83万円
（0.0％）

一般会計決算の内訳
国庫支出金
６億881万円
（9.0％）

国庫支出金
６億881万円
（9.0％）

民生費
17億1504万円
（25.6％）

民生費
17億1504万円
（25.6％）

総務費
15億9860万円
（23.9％）

総務費
15億9860万円
（23.9％）

消防費
３億7423万円
（5.6％）

消防費
３億7423万円
（5.6％）

６６億９５７９万円

歳　出

その他
〔使用料や手数料など〕

６億9988万円
（10.4％）

その他
〔使用料や手数料など〕

６億9988万円
（10.4％）

住民のくらしのため

109億
7987万円 105億

1990万円 99億
8813万円

101億
9205万円 98億

9661万円

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

地方債残高（借金）
５カ年の推移

５カ年の推移

3280
万円

１億

6038万円

3億
9794万円

4億
2706万円

3億
6906万円

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

財政調整基金（貯金）

<鰺ヶ沢町の財政状況>

健全化判断比率 鰺ヶ沢町の数値 備　　考 早期健全化
基準

①実質公債費比率
平成29年度 14.7% 県内ワースト１位

25.0%
平成28年度 15.6% 県内ワースト５位

②将来負担比率
平成29年度 188.1% 県内ワースト１位

350.0%
平成28年度 205.5% 県内ワースト１位

①借入金（地方債）の返済額の大きさを指標化。資金繰りの程度を示すもの
②�一般会計等の借入や将来支払う可能性のある負担額を指標化。将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示すもの

資金不足比率 鰺ヶ沢町の数値 備　　考 経営健全化
基準

公 営 企 業 会 計
平成29年度 ― 水道事業・公共下

水道事業・農業集
落排水事業の３特
別会計

20.0%
平成28年度 ―

「―」は資金の不足額を生じていないことを示す

町のお金はどのように
使われたか
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第３回定例会・第２回臨時会

赤石渓流線道路の測量設計委託料
� 1239万円を補正

平成30年
第３回
定例会
会期

９月７日～13日

　　　 平成31年の改修に向けて 　　　

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
上
程

さ
れ
た
条
例
制
定
や
各
会
計
補
正
予
算
の
議
案
な
ど
28
件
、
諮
問
２
件
、
報
告
３
件
を
審
議

し
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
に
よ
り
全
て
原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

　
11
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
３
名
が
り
ん
ご
黒
星
病
対
策
、
学
校
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対

策
、
新
庁
舎
建
設
な
ど
に
つ
い
て
町
政
へ
問
い
ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
、
７
ペ
ー
ジ
か
ら
掲

載
し
て
い
ま
す
）

　
そ
の
ほ
か
、
開
会
初
日
に
、
菊
谷
忠
光
議
会
改
革
特
別
委
員
長
が
こ
れ
ま
で
調
査
検
討
し
た

経
過
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。（
中
間
報
告
の
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

第
３
回
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

　

一
般
会
計
予
算
は
、
赤
石

渓
流
線
等
測
量
設
計
業
務
委

託
料
な
ど
８
５
４
９
万
６
０

０
０
円
を
増
額
補
正
し
、
歳

入
歳
出
総
額
が
65
億
８
２
５

７
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

〇
主
な
歳
出
予
算
〇

・�

あ
じ
が
さ
わ
未
来
応
援
基

金
積
立�

５
０
０
０
万
円

・�

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
等
に

関
す
る
経
費

　

３
５
９
９
万
６
０
０
０
円

・�

赤
石
渓
流
線
等
測
量
設
計

業
務
委
託
料

　

１
２
３
９
万
９
０
０
０
円

・
町
観
光
協
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　

３
３
０
万
円

▼
条
例
制
定

　

介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
、

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
配
置
し
て

い
る
事
業
所
の
指
定
権
限
が

県
か
ら
町
へ
移
譲
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指

定
権
限
が
県
か
ら
町
へ
移
譲

▽
旧
鰺
ヶ
沢
第
一
中
学
校
解

体
事
業

（
限
度
額
）
７
０
０
０
万
円

（
期　

間
）
平
成
31
年
度

　

旧
鰺
ヶ
沢
第
一
中
学
校
の

校
舎
等
解
体
事
業
に
つ
い
て

２
カ
年
に
わ
た
る
契
約
を
行

う
た
め
、
予
算
と
し
て
設
定

す
る
も
の
。

※
契
約
は
、
現
年
度
予
算
額

と
の
合
算
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
１
名
の
欠
員
及
び

本
年
12
月
31
日
に
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
と
し
て
推
薦
す
る
に
あ

た
り
、
次
の
２
名
を
適
任
と

判
断
し
ま
し
た
。

債
務
負
担
行
為
の
設
定

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦　

適
任

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

を
増
額
補
正

可
決

▽
（
新
任
）

　
　

田
中　

由
美
子　

氏

　
　
　
　
　
　
　

舞
戸
町

▽
（
再
任
）

　
　

今　
　
　

郁
子　

氏　

　
　
　
　
　
　

北
浮
田
町

【
任
期
】
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年

　

欠
員
と
な
っ
て
い
る
西
海

岸
衛
生
処
理
組
合
議
会
議
員

に
、
世
永
富
也
議
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

西
海
岸
衛
生
処
理
組
合
議
会

議
員
の
選
任

　

平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会

が
10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
臨
時
会
に
は
、
旧
鰺
ヶ

沢
第
一
中
学
校
校
舎
等
解
体

工
事
の
議
案
１
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
工
事
の
契
約
に
あ
た
り

指
名
競
争
入
札
を
し
た
結
果
、

次
の
と
お
り
締
結
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　

株
式
会
社
丸
重
組

〈
契
約
金
額
〉
１
億
２
３
５

５
万
２
０
０
０
円

10月16日

第２回
臨時会

〈
工
期
〉
平
成
30
年
10
月
17

日
か
ら
平
成
31
年
５
月
31
日

ま
で

〈
工
事
概
要
〉
校
舎
（
体
育

館
と
技
術
棟
を
除
く
）
や

プ
ー
ル
、
相
撲
場
の
ほ
か
、

浄
化
槽
等
外
構
を
含
め
た
解

体

県代行工事区間以南の赤石渓流線道路

解体が決定された旧鰺一中校舎
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第 ３ 回 定 例 会

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

�

議
案
の
審
議
内
容
９月12日
９月13日

問
神
議
員　

農
道
で
側
溝
が

埋
ま
り
道
路
に
水
が
流
れ
て

い
る
箇
所
が
多
々
見
ら
れ
る
。

予
算
を
計
上
し
側
溝
の
整
備

を
す
る
考
え
は
。

答
一
戸
農
林
水
産
課
長

　

側
溝
が
埋
ま
る
こ
と
が
原

因
に
よ
る
農
道
の
盛
土
崩
壊

は
把
握
し
て
い
る
。
側
溝
の

泥
上
げ
に
関
す
る
予
算
要
求

を
し
て
い
る
が
今
年
度
は
計

上
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　

災
害
を
な
く
す
観
点
か
ら

も
引
き
続
き
要
求
し
て
い
く
。

問
長
谷
川
議
員　

青
年
期
・

中
年
期
に
向
け
た
社
会
教
育

事
業
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
。
社
会
教
育
の
視
点
か

ら
事
業
を
計
画
し
公
民
館
を

●
決
算
特
別
委
員
会

農
道
管
理
は
し
っ
か
り
さ

れ
て
い
る
か

社
会
教
育
体
制
の
充
実
を

活
用
し
、
公
民
館
職
員
と
連

携
し
た
体
制
の
検
討
を
。

答
小
笠
原
教
育
課
長

　

人
材
育
成
講
座
を
一
回
開

催
し
た
が
、
今
後
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。
少
な
い
人
員

体
制
の
な
か
、
社
会
教
育
班

と
公
民
館
と
協
力
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
て
い
く
。

問
東
條
議
員　

本
定
例
会
で

町
観
光
協
会
補
助
金
３
３
０

万
円
を
追
加
補
正
で
計
上
し

て
い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
平
田
町
長　

こ
れ
ま
で
観

光
協
会
は
管
理
費
な
し
で
海

の
駅
わ
ん
ど
の
指
定
管
理
を

し
て
き
た
が
、
昨
年
度
か
ら

運
営
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
補
正
予

算
を
計
上
し
た
。
来
年
度
か

ら
は
指
定
管
理
料
を
予
算
化

し
、
町
と
し
て
引
き
続
き
支

援
し
て
い
く
。

町
観
光
協
会
に
対
す
る
今

後
の
支
援
は

●
一
般
会
計
補
正
予
算

問
民
生
費
社
会
福
祉
対
策
費

の
増
額
は
。

答
今
福
祉
衛
生
課
長

　

現
在
、
町
の
高
齢
化
率
は

40
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
町

社
協
と
連
携
実
施
し
て
き
た

地
域
見
守
り
推
進
事
業
な
ど

を
見
直
し
、
多
機
関
の
協
働

に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
構

築
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問
高
齢
化
率
を
考
え
る
と
、

町
の
負
担
も
大
き
い
と
思
わ

れ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

の
削
減
も
あ
り
得
る
の
か
。

答
今
福
祉
衛
生
課
長

　

高
齢
者
の
み
世
帯
増
の
現

実
は
あ
る
が
、
現
状
を
把
握

し
、
相
談
等
支
援
に
関
す
る

新
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
下

が
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

※�

一
般
会
計
決
算
は
特
別
委
員
会
で
、そ
の
他
の
議
案
に
つ

い
て
は
、各
所
管
の
常
任
委
員
会
に
て
審
議
し
ま
し
た

●
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
〔
菊
谷
忠
光
委
員
長
〕

⃝

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
〔
今　

勝
義
委
員
長
〕

○
公
共
下
水
道
特
別
会
計
決

算問
32
年
度
ま
で
の
下
水
道
工

事
計
画
は
ど
こ
ま
で
進
む
予

定
か
。
ま
た
、
採
算
は
取
れ

て
い
る
の
か
。

答
工
藤
水
道
課
長

　

当
初
の
計
画
で
は
、
新
地

町
ま
で
で
あ
る
。
採
算
は
と

れ
て
い
な
い
。

○
水
産
業
振
興
事
業
特
別
会

計
決
算

問
幻
の
魚
イ
ト
ウ
の
交
配
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
の
事
業
の
見
通
し
は
。

答
清
野
農
林
水
産
課
水
産
班

長
　

29
年
度
は
北
海
道
大
学
か

ら
親
魚
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

収
入
、
需
要
と
も
に
上

が
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も

販
売
を
継
続
し
て
い
く
。

　

29
年
度
決
算
の
状
況
を
見

る
と
、
町
税
の
収
入
額
は
数

年
来
大
差
が
な
く
、
人
口
減

少
等
か
ら
見
て
も
、
大
幅
な

収
入
増
は
期
待
で
き
ず
、
収

入
未
済
額
や
不
納
欠
損
額
も

多
額
で
あ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
公
債

費
の
負
担
割
合
が
改
善
し
つ

つ
も
、
未
だ
多
額
の
起
債
残

高
を
有
し
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
財
政
調
整
基
金
の
残

高
も
標
準
財
政
規
模
か
ら
み

た
適
正
規
模
を
満
た
す
に

至
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
新
庁
舎
建
設
に
当

た
り
有
利
な
起
債
活
用
す
る

と
は
い
え
、
将
来
の
財
政
の

硬
直
化
を
招
か
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
、
経
費
削
減
の
た

決
算
審
査
意
見　

�

監
査
委
員　

増
田　

晶
夫

～
財
政
健
全
化
へ
さ
ら
な
る
努
力
を
～�

渋
谷　

悦
男

め
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
。

【
要
望
】
①
赤
石
渓
流
線
道

路
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て

　

現
在
、
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
る
赤
石
渓
流
線
の
県
代

行
工
事
は
平
成
31
年
夏
の
開

通
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
観
光
産
業
に
も
考
慮

し
、
工
事
終
了
後
の
地
域
道

路
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、

早
期
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
望
む
。

【
要
望
】
②
保
育
施
設
の
再

編
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
や

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
町
内
の

５
保
育
施
設
は
老
朽
化
し
て

い
る
建
物
も
多
く
、
中
で
も

鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
は
新
耐
震

基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
た

め
、
大
規
模
改
修
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
直

面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
の

た
め
、
保
育
施
設
の
再
編
に

向
け
た
計
画
に
つ
い
て
、
早

期
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
望
む
。

決算に係る現地検査のようす

収入未済額とは…歳入とするべき金額が、年度期間内に納入されなかった額のこと。
不納欠損とは…督促をしても納付されず時効が到来した場合等、損失として処分すること。
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第 ３ 回 定 例 会

　
第
３
回
定
例
会
の
初
日
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
菊
谷
忠
光
委
員
長
が
調
査
検
討
し
た
経

過
に
つ
い
て
中
間
報
告
を
し
ま
し
た
。
本
特
別
委
員
会
は
、
町
民
の
付
託
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
し
、
町
民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
28
年
６
月
３
日
に
設

置
。
こ
れ
ま
で
15
回
の
委
員
会
と
、
３
回
の
全
員
協
議
会
を
開
催
し
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
間
報
告
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

模
擬
議
会
の
開
催

　

次
代
を
担
う
若
者
に
町
政

や
町
議
会
へ
の
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
中
学
生
模
擬
議
会

　

鰺
ヶ
沢
中
学
校
３
学
年

�

（
平
成
28
年
11
月
開
催
）

◆
高
校
生
模
擬
議
会

　

鰺
ヶ
沢
高
校
２
学
年

�

（
平
成
29
年
７
月
開
催
）

　

町
民
へ
議
会
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
身

近
に
議
会
に
参
加
で
き
る
環

境
づ
く
り
・
傍
聴
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
の
た
め
夜
間
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
夜
間
議
会

　

平
成
28
年
９
月
定
例
会
一

般
質
問
を
夜
６
時
か
ら
実
施

し
ま
し
た
。（
傍
聴
者
21
名
）

◆
休
日
議
会
（
開
催
予
定
）

　

平
日
傍
聴
で
き
な
い
方
の

傍
聴
機
会
拡
大
の
た
め
、
平

成
30
年
12
月
定
例
会
の
一
般

質
問
を
日
曜
日
に
開
催
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

◆
議
員
定
数
は
12
名

　

近
年
の
人
口
減
少
等
を
考

慮
し
検
討
し
た
結
果
、
議
員

定
数
は
現
状
維
持
と
し
ま
し

た
。

◆
議
員
報
酬
月
額
を
改
正

　

議
員
間
で
報
酬
月
額
の
引

き
上
げ
、
現
状
維
持
と
意
見

が
二
分
し
、
協
議
を
重
ね
た

も
の
の
全
員
一
致
と
な
ら
ず
、

議
員
発
議
と
し
て
改
正
案
を

上
程
。
賛
否
討
論
、
採
決
の

結
果
、
議
員
報
酬
は
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

【
改
正
後
の
報
酬
月
額
】

・
議　

長
24
万
５
０
０
０
円

・
副
議
長　

21
万
円

・
議　

員　

20
万
円

　

一
般
質
問
に
関
す
る
学
習

会
の
ほ
か
、
婦
人
団
体
や

鰺
ヶ
沢
高
校
生
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
革
を
一
層
推
し
進

め
、
鰺
ヶ
沢
町
独
自
の
ス
タ

イ
ル
を
構
築
す
る
た
め
、
先

進
地
議
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

い
か
し
、
町
議
会
で
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
町
民

に
対
し
て
開
か
れ
た
議
会
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
の
実
現

に
向
け
て
、
議
会
改
革
を
明

文
化
し
た
議
会
基
本
条
例
の

制
定
を
目
指
す
決
意
で
す
。

夜
間
休
日
議
会
開
催

議
員
定
数
・
議
員
報
酬

そ
の
他
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

　平日、お仕事や子育てな
どで議会傍聴できない方も
傍聴いただけるよう、日曜議会を開催します。
　ぜひ、この機会に傍聴してみませんか。

　議会日程、一般質問の議員氏名、質問事項については町防災無線、ホーム
ページでお知らせします。詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

一般質問　　☀
日曜議会を開催

質問席を設置（対面式へ）
　これまで、一般質問は演壇で議員や傍聴席
側に向かって質問を行っていましたが（再質
問からは議席）、平成30年第３回定例会の一
般質問では、町長など理事者側に向かって質
問をする対面式としました。

第
４
回
定
例
会
の
予
定

▼
12
月
５
日（
水
）

　
　

開
会
予
定
で
す

《
開
会
後
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
12
月
９
日（
日
）

　
　

一
般
質
問

▽
12
月
10
日（
月
）

　
　

総
括
質
疑

　
　

討
論
、採
決

　
　

閉
会

議会の傍聴にお越しください

～開かれた議会　分かりやすい議会の実現に向けて～

中間報告をする菊谷委員長

議 会 改 革 特 別 委 員 長
中 間 報 告

　

議会基本条例の制定を目指していく
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一般質問/町政に問う！

り
ん
ご
黒
星
病
撲
滅
の
た
め
の
支
援
を

 

答
〈
来
春
に
向
け
薬
剤
経
費
の
助
成
を
検
討
〉

問
・
来
年
の
黒
星
病
撲
滅
の

た
め
に
は
、
特
に
初
期
か
ら

の
徹
底
し
た
防
除
が
重
要
で

あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
使
用
回
数
が
必
然
的

に
増
え
燃
料
費
も
多
額
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
任
園
や
粗
放
園

が
黒
星
病
だ
け
で
な
く
、
モ

ニ
リ
ア
病
や
腐
乱
病
な
ど
、

害
虫
の
巣
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
①
農
薬
の
量
も

回
数
も
多
く
な
る
た
め
、
薬

剤
に
対
し
助
成
で
き
な
い
か
。

②
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
燃
料
費
の
免
税
を
増
や
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
③
放
任

園
、
粗
放
園
を
調
査
し
、
指

導
も
し
く
は
適
切
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町

一
般
質
問
　

９
月
定
例
会
で
は
、
３
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
政
策
方
針
を
問
い
ま
す
。

り
ん
ご
黒
星
病
撲
滅

の
た
め
の
支
援
を

齋藤　孝夫議員

長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

※
黒
星
病
と
は
…
…
カ
ビ
の

一
種
で
胞
子
が
分
散
す
る
こ

と
で
、
葉
や
果
実
に
黒
い
班

点
が
現
れ
る

答
弁
・
加
藤
副
町
長

①
薬
剤
に
対
し
助
成
で
き
な

い
か
。

　

今
年
は
、
平
年
よ
り
早
く

葉
上
病
斑
が
確
認
さ
れ
、
生

産
者
は
春
先
か
ら
懸
命
な
防

除
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
６

月
以
降
、
急
速
に
感
染
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
黒
星
病
は
通
常
の

薬
剤
散
布
防
除
暦
で
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
特

別
散
布
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
薬
剤
の
散
布
回

数
が
増
え
防
除
コ
ス
ト
が
膨

ら
ん
で
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
黒
星
病
に

対
す
る
治
癒
効
果
が

認
め
ら
れ
る
新
規
薬

剤
の
早
期
開
発
、
登

録
等
に
つ
い
て
、
関

係
市
町
村
と
と
も
に

県
・
国
に
対
し
て
要

望
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
来
春

の
特
別
散
布
に
要
す

る
薬
剤
経
費
の
助
成

に
つ
い
て
も
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
災
害

等
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
収
入
保
険
や

り
ん
ご
共
済
等
に
加
入
す
る

な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答
弁
・
太
田
農
業
委
員
会
事

務
局
長

②
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
燃
料
費
の
免
税
を
増
や
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

　

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
、
免
税
軽
油
の
対
象
と
な

る
農
作
業
用
機
械
の
一
つ
で
、

黒
星
病
対
策
と
し
て
、
大
幅

に
散
布
回
数
が
増
え
、
当
初

の
免
税
割
り
当
て
軽
油
数
量

で
は
足
り
な
い
場
合
、
西
北

地
域
県
民
局
県
税
部
で
は
追

加
申
請
を
受
理
し
、
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
免
税
軽
油
制
度
は

平
成
21
年
度
の
税
制
改
正
か

ら
特
例
と
し
て
３
年
毎
に
延

長
措
置
が
継
続
し
て
い
て
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
再
度
３

年
間
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

答
弁
・
加
藤
副
町
長

③
放
任
園
、
粗
放
園
を
調
査

し
、
指
導
も
し
く
は
適
切
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
と
し
て
は
、
放
任
園
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
発
生
状

況
調
査
、
現
地
指
導
及
び
広

報
活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
放
任
園
が
発
生

し
た
場
合
は
、
伐
採
、
伐
根
、

処
分
等
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
個
人
財

産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
有

者
の
同
意
を
得
て
か
ら
の
実

施
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
、
30
年
の
発
生

状
況
調
査
に
お
い
て
は
、
放

任
園
に
な
り
そ
う
な
園
地
が

あ
り
ま
し
た
が
、
所
有
者
と

協
議
し
処
分
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
粗
放
園
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
大
変
難
し
く
、

個
人
的
な
り
ん
ご
栽
培
方
法

に
も
関
わ
る
こ
と
に
も
な
り
、

り
ん
ご
防
除
暦
に
沿
っ
て
い

た
だ
き
た
い
旨
の
指
導
は
な

か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
明
ら
か
に
り
ん
ご
樹

の
伐
根
が
残
っ
て
い
て
、
そ

こ
が
病
原
菌
発
生
源
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
放
任
園
と
同
様
に
指
導

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

意
見
・
り
ん
ご
は
、
町
一
次

産
業
の
柱
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
町
長
の
り
ん
ご
黒
星
病

撲
滅
に
対
す
る
取
り
組
み
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

※
齋
藤
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
漁
業
振
興
策
に
つ
い
て

問
町
の
二
漁
協
合
併
の
状
況

は
。
ま
た
、
合
併
が
進
ん
だ

場
合
、
町
の
支
援
対
応
は
。

答
現
在
、
協
議
中
の
段
階
。

今
後
、
合
併
と
な
っ
た
場
合

も
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い

く
。

黒星病が確認された葉
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小
・
中
学
校
周
辺
の

違
法
建
築
物
、
危
険

箇
所
の
緊
急
点
検
は

問
・
大
阪
北
部
地
震
が
発
生

し
、
通
学
中
の
女
子
児
童
が

倒
れ
て
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

下
敷
き
に
な
り
、
死
亡
す
る

と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、
全
国
で
学
校
周

辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
違
法

建
築
の
緊
急
点
検
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
町
で
は
、
そ
の

点
検
は
行
わ
れ
た
の
か
。
実

施
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
、
お
答
え
願
い
ま
す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

大
阪
北
部
地
震
発
生
後
、

学
校
敷
地
内
に
お
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置
状
況
調

査
や
安
全
点
検
等
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
や
県
教
育
庁
よ

り
通
知
や
依
頼
が
あ
り
、
当

町
に
お
い
て
も
担
当
職
員
の 菊谷　忠光議員

学
校
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
緊
急
点
検
は

 

答
〈
学
校
施
設
以
外
も
10
月
中
に
す
べ
て
調
査
〉

一
次
調
査
、
町
職
員
の
一
級

建
築
士
に
よ
る
安
全
点
検
等

の
二
次
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
は
、
西

海
小
学
校
に
は
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
鰺
ヶ
沢
中
学
校
で
１
カ

所
、
舞
戸
小
学
校
で
は
２
カ

所
、
計
３
カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
設
置
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

　

鰺
ヶ
沢
中
学
校
の
１
カ
所

に
つ
い
て
は
、
生
徒
が
通
行

す
る
場
所
か
ら
少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
鉄

筋
や
控
え
壁
も
あ
り

違
法
建
築
で
は
な
い

も
の
の
、
鉄
筋
の
さ

び
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
腐

食
な
ど
老
朽
化
が
激

し
い
こ
と
か
ら
、
来

年
度
撤
去
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

舞
戸
小
学
校
の
２

カ
所
の
う
ち
１
カ
所
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
東
側
、
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
側
の
旧
教
員
住
宅
を

囲
う
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
規
格
上
も
外
観

上
も
外
部
点
検
に
お
い
て
は
、

問
題
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
中
に
鉄
筋
が

適
切
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う

か
の
内
部
点
検
に
つ
い
て
は

近
く
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

舞
戸
小
学
校
の
も
う
１
カ

所
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に
あ

る
北
門
に
隣
接
す
る
場
所
に

あ
り
、
学
校
敷
地
の
土
留
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
ブ

ロ
ッ
ク
が
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
て
、
構
造
上
、
基
準
外
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
土
留
め
自
体
に

も
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
速
や
か
に
撤
去
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
議
会

の
議
案
で
補
正
予
算
を
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
・
学
校
敷
地
外
の
学
校
周

辺
の
通
学
路
等
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
、
調
査
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
佐
藤
総
務
課
長

　

町
長
か
ら
、
学
校
施
設
以

外
の
町
が
所
有
す
る
施
設
に

つ
い
て
も
、
全
て
調
査
す
る

よ
う
指
示
が
あ
り
、
調
査
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
学
校
施
設
も

含
め
８
施
設
、
35
カ
所
約
４

０
０
メ
ー
ト
ル
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
緊
急
性
の
あ
る
も

の
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
外
観
診
断
で

は
、
経
年
に
よ
る
著
し
い
汚

れ
や
劣
化
、
ひ
び
割
れ
、
損

傷
等
が
見
受
け
ら
れ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
、
一
部
控
え
壁

が
な
い
箇
所
な
ど
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
、
国

の
示
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

設
置
の
安
全
基
準
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
危
険
と
思
わ
れ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
補
修
や

撤
去
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
避
難
施
設
に

続
く
避
難
経
路
上
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
先

程
の
調
査
と
は
別
に
、
総
務

課
に
お
い
て
10
月
中
に
調
査

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
住
宅
の
既
設

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
し
て
も
安

全
点
検
の
必
要
性
と
点
検
実

施
を
町
広
報
紙
等
で
お
願
い

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
で
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
目
視
点
検
等
が

で
き
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、

そ
の
実
施
に
向
け
た
支
援
、

対
応
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

さ
ら
に
、
県
の
関
係
部
局

と
も
連
携
、
協
力
し
な
が
ら

必
要
な
助
言
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

意
見
・
調
査
に
よ
り
、
危
険

箇
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
児
童
生
徒
や
地

域
の
人
た
ち
に
、
周
知
あ
る

い
は
告
知
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

※
菊
谷
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
鰺
ヶ
沢
町
に
お
け
る
女
性

職
員
の
管
理
職
登
用
に
つ
い

て問
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

実
現
の
た
め
、
女
性
管
理
職

登
用
の
考
え
は
。

答
女
性
が
十
分
に
能
力
を
発

揮
・
活
躍
で
き
る
職
場
を
目

指
す
。

学
校
敷
地
外
の
通
学

路
や
そ
の
周
辺
の
調

査
は

舞戸小学校北門側のブロック塀
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役
場
新
庁
舎
の
建
設

に
あ
た
り
、
木
材
の

活
用
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

問
・
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
で
、

役
場
新
庁
舎
建
設
に
木
材
を

利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
木
造
は

耐
用
年
数
が
短
い
た
め
、
防

災
拠
点
を
考
え
る
と
難
し
い

と
の
答
え
で
し
た
。

　

防
災
拠
点
の
視
点
か
ら
、

木
造
で
は
で
き
な
い
と
し
て

い
ま
す
が
、
耐
震
、
防
火
で

も
鉄
筋
に
劣
ら
な
い
こ
と
が
、

調
査
結
果
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
鉄
筋

に
こ
だ
わ
る
理
由
は
何
で
す

か
。

　

国
で
は
、
公
共
建
築
物
等

に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
が
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
応

え
て
役
場
新
庁
舎
の
建
設
に

あ
た
り
、
木
材
の
活
用
を
検 一戸千代久議員

役
場
新
庁
舎
の
建
設
に
木
材
の
活
用
を

 

答
〈
鉄
骨
造
で
あ
る
が
、木
材
の
利
用
促
進
を
図
る
〉

討
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
佐
藤
総
務
課
長

　

役
場
新
庁
舎
の
建
設
事
業

は
、
昨
年
度
作
成
し
た
町
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
踏
ま

え
て
、
２
０
２
０
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
お
り
、
来

年
３
月
末
ま
で
に
は
、
実
施

設
計
を
完
成
さ
せ
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　

役
場
新
庁
舎
へ
の
木
材
活

用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま

で
も
複
数
回

に
わ
た
り
検

討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、

建
物
の
構
造

や
外
観
等
に

お
い
て
木
材

を
活
用
す
る

こ
と
は
難
し

い
と
い
う
判

断
に
至
り
ま

し
た
。
従
っ

て
、
現
在
進

め
て
い
る
役

場
新
庁
舎
の

基
本
的
な
構

造
は
、
鉄
骨

造
で
設
計
中

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
材
の
利
用
促

進
法
や
町
の
公
共
建
築
物
に

お
け
る
木
材
利
用
方
針
等
を

鑑
み
、
県
産
材
や
地
域
材
の

利
用
促
進
を
少
し
で
も
図
る

た
め
、
例
え
ば
、
出
入
口
付

近
の
ホ
ー
ル
や
町
民
窓
口
、

カ
ウ
ン
タ
ー
の
一
部
や
壁
・

天
井
の
一
部
、
議
場
の
一
部

な
ど
、
直
接
又
は
間
接
的
に

来
庁
者
の
目
に
触
れ
る
と
思

わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
内
装
等
の
木
質

化
を
取
り
入
れ
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
・
な
ぜ
我
が
町
は
、
も
う

少
し
先
進
地
に
学
ぼ
う
と
し

な
い
の
か
。

　

岩
手
県
紫
波
町
で
は
、
地

元
産
カ
ラ
マ
ツ
を
使
っ
て
役

場
庁
舎
を
建
て
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
林
業
の
育
成
、
地
場

産
業
の
発
展
の
た
め
で
す
。

　

も
う
一
度
町
民
の
意
見
を

聞
い
て
、
可
能
な
限
り
木
造

を
拡
大
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
当
町

は
、
財
政
的
に
非
常
に
厳
し

い
時
代
を
経
て
ま
い
り
ま
し

た
の
で
、
役
場
新
庁
舎
建
設

に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
コ
ス

ト
を
低
く
抑
え
、
耐
用
年
数

な
ど
を
考
慮
し
た
施
設
と
い

う
こ
と
で
、
実
施
設
計
に
向

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
状
の
役
場
庁
舎
は
、
昭

和
58
年
に
起
き
た
日
本
海
中

部
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
外

壁
の
ひ
び
割
れ
、
雨
漏
り
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
雨
漏
り

対
策
に
つ
い
て
も
、
新
庁
舎

の
屋
根
は
防
水
シ
ー
ト
を
張

る
の
で
は
な
く
、
金
属
製
の

屋
根
に
す
る
な
ど
、
建
設
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
十
分
検

討
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
経

済
効
率
性
の
高
い
役
場
庁
舎

に
す
る
た
め
、
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
役

場
新
庁
舎
の
基
本
構
造
は
、

鉄
骨
造
と
い
う
こ
と
で
今
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
み
な
さ
ん
の
意
見

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
・
鰺
ヶ
沢
町
は
林
業
の

町
で
す
。

　

町
長
は
、
財
政
面
を
考
慮

し
鉄
骨
造
と
し
て
進
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
財

政
上
問
題
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
木
造
の
方
が
建
設
コ
ス

ト
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

行
政
が
率
先
し
て
木
材
の

利
用
拡
大
を
図
る
こ
と
が
、

産
業
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
可
能

な
限
り
の
木
材
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
一
戸
議
員
は
こ
の
ほ
か
に

次
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
い

ま
す
。

◆
拠
点
館
の
利
用
に
つ
い
て

問
拠
点
館
を
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
く
考
え
か
。

答
段
階
的
な
利
用
を
検
討
し

て
い
く
。

役場新庁舎の外観イメージ図（基本設計段階）
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議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
改
革
の
先
進
地
で
あ

る
北
海
道　
芽
室
町
議
会
・
浦
幌
町
議
会
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
た
め
、
７
月
25
日
か
ら
26
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
様
子
を
菊
谷
忠
光
議
会
改
革
特
別
委
員
長
が
リ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

～議会改革の先進地に学ぶ～
北海道　芽室町議会・浦幌町議会
　　▶議会活性化の取り組み
　　▶議員のなり手不足問題の検討

◆
ま
ず
、
な
ぜ
こ
の
北
海
道

に
あ
る
芽
室
町
と
浦
幌
町
を

視
察
先
と
し
て
選
ん
だ
の
か
。

何
よ
り
も
議
会
改
革
が
進
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
、
鰺
ヶ

沢
町
に
山
積
し
て
い
る
様
々

な
問
題
の
中
、
特
に
人
口
減

少
や
町
議
員
の
な
り
手
不
足

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
が
町

が
抱
え
る
問
題
の
解
決
策
を

探
る
た
め
で
あ
る
。

議会改革特別委員会

視察リポート

室
町
は
、
十
勝
平
野

の
真
ん
中
、
帯
広
か

ら
北
北
西
約
十
キ
ロ
に
位
置

し
、
人
口
は
約
１
万
８
千

人
。
特
産
は
ビ
ー
ト
、
小
麦
、

馬
鈴
薯
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
小
豆
な
ど
で
生
産
が
盛

ん
な
農
業
王
国
で
あ
り
、
ま

た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
発
祥
の

地
と
し
て
知
ら
れ
、
大
相
撲

の
芝
田
山
親
方
（
元
横
綱
大

乃
国
）
の
故
郷
で
も
あ
る
。

　

芽
室
町
議
会
が
議
会
改
革

の
道
を
進
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

議
員
個
人
で
も
、
議
会
と
し

て
も
十
分
に
機
能
し
て
い
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
町

民
か
ら
「
定
数
を
減
ら
せ
」

「
給
与
を
減
ら
せ
」「
議
会
が

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」「
本
当
は
議
員
な

ん
て
い
ら
な
い
の
で
は
」
と

い
う
厳
し
い
意
見
を
受
け
、

議
会
が
町
民
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
反
省
し
、
議

会
活
性
化
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

計
画
の
内
容
は
、
①
議
員

研
修
体
制
の
構
築
・
強
化
②

積
極
的
な
情
報
公
開
③
自
由

討
議
の
推
進
④
広
報
・
広
聴

の
充
実
⑤
住
民
参
加
の
推
進

⑥
議
会
基
本
条
例
制
定
の
検

討
の
６
項
目
を
挙
げ
取
り
組

み
、
平
成
25
年
の
議
会
基
本

条
例
制
定
に
至
っ
て
い
る
。

町
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
町
民
に
開
か
れ
、

行
動
す
る
議
会
を
目

指
し
て

　

議
会
基
本
条
例
に
掲
げ
る

「
分
か
り
や
す
い
議
会
、
開

か
れ
た
議
会
、
行
動
す
る
議

会
」
を
実
現
す
る

施
策
と
し
て
様
々

展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
①
町
民
に
応

え
る
意
見
交
換
会

②
定
例
会
議
の
ほ

か
各
委
員
会
な
ど

の
ネ
ッ
ト
中
継
③

議
会
モ
ニ
タ
ー
・

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
（
外
部
か
ら

の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
）
の
導
入
④
議
員
ご
と
の

活
性
化
計
画
の
取
組
に
関
す

る
自
己
評
価
⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

（
情

報
通
信
技
術
）
導
入
と
推
進

に
つ
い
て
、
興
味
深
く
聞
き

入
っ
た
。

　

芽
室
町
議
会
で
は
、
通
年

議
会
制
と
し
、
委
員
会
活
動

も
活
発
で
年
間
の
活
動
日
数

が
多
い
。
あ
ま
り
の
多
忙
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
忙
し
す

ぎ
る
の
で
は
と
質
問
し
た

が
、「
こ
れ
が
、
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
。
や
っ
と
住

民
に
も
納
得
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
」

　

ま
た
、
議
員
定
数
16
人
の

う
ち
新
人
議
員
が
８
人
と
世

代
交
代
は
う
ま
く
進
ん
で
い

て
、
新
人
議
員
は
「
当
選
し

た
時
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
態

な
の
で
、
忙
し
い
の
は
当
た

り
前
。
違
和
感
は
な
い
」
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

芽
室
町
議
会
の
議
会
改
革

に
対
す
る
考
え
は
、
議
員
個

人
で
は
限
界
が
あ
る
。
議
員

が
団
結
し
て
議
会
と
し
て
動

き
、
意
見
を
ぶ
つ
け
な
け
れ

ば
町
は
変
わ
ら
な
い
。

　

自
分
の
た
め
の
議
会
で
は

な
く
、
町
民
の
た
め
の
議
会

を
考
え
な
け
れ
ば
と
意
識
が

変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

議
会
改
革
が
進
ん
で
い
る
。

　

通
年
議
会
に
つ
い
て
は
、

一
年
を
通
し
て
会
期
中
で
あ

る
た
め
、
災
害
発
生
時
の
対

応
が
早
く
、
機
動
的
な
委
員

会
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
メ

リ
ッ
ト
に
挙
げ
て
い
る
。
委

員
会
だ
か
ら
こ
そ
制
約
な
し

に
動
け
る
、
と
熱
く
貴
重
な

ご
意
見
を
頂
い
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
展
望
と

課
題
と
し
て
、「
改
革
を
止

め
な
い
」「
町
民
の
関
心
を

さ
ら
に
上
げ
る
」「
政
策
議

会
へ
の
推
進
」
の
３
つ
を
挙

げ
、
議
会
改
革
を
推
し
進
め

る
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
た
。

７月25日

芽
め

室
むろ

町議会
議会改革度調査2017　１位

芽

通年議会制とは…毎年、条例で定める日から翌年の当該日の前日までを会期と
し、一年を通じた会期とすること

芽室町議会　柴田副議長、早苗議会運営委員長、
立川委員と議場にて
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幌
町
は
、
釧
路
よ
り

西
に
１
０
０
キ
ロ
ほ

ど
の
太
平
洋
側
に
接
し
、
人

口
は
約
４
８
０
０
人
。
面
積

は
約
７
３
０
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
広
大
で
、
鰺
ヶ
沢
町

と
同
様
に
細
長
い
地
形
に
あ

り
、
畜
産
、
漁
業
が
中
心
産

業
で
あ
る
。

　

浦
幌
町
議
会
の
議
会
改
革

へ
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
22

年
に
町
民
か
ら
「
議
員
報
酬

は
日
当
制
へ
、
議
員
定
数
は

13
人
を
10
人
に
す
べ
き
」
と

い
う
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

議
会
活
動
が
町
民
に
見
え
て

い
な
い
、
理
解
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
、
町
民
か
ら
の
痛

烈
な
厳
し
い
意
見
と
な
っ
た

要
因
と
と
ら
え
、
議
会
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

翌
23
年
に
は
、
議
長
が
議

会
活
性
化
に
つ
い
て
議
会
運

営
委
員
会
に
７
項
目
を
諮
問

し
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
内
容
は

①
議
会
監
視
能
力
の
強
化

②
調
査
、
政
策
立
案

③
議
会
運
営
の
あ
り
方

④�

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

町
民
参
加
の
議
会

⑤
議
員
定
数

⑥
議
員
報
酬

⑦
そ
の
他
議
会
の
活
性
化
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
７
項
目
か
ら
検

討
項
目
と
し
て
55
項
目
を
設

定
し
、
か
な
り
の
回
数
の
議

論
を
重
ね
て
い
る
。

　

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
議

会
と
し
て
平
成
24
年
12
月
議

会
基
本
条
例
制
定
を
結
実
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

議
員
の
な
り
手
不
足

問
題
の
検
証

　

中
で
も
注
目
し
た
の
は
、

議
員
定
数
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
に
、
定

数
条
例
が
改
正
さ
れ

13
人
か
ら
11
人
へ
と

削
減
。
平
成
27
年
の

改
選
時
で
は
、
議
員

定
数
に
対
し
、
候
補

者
10
人
と
無
投
票
に

な
り
、
現
在
１
人
欠

員
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
は
我
が

町
の
よ
う
な
地
方
だ

け
で
は
な
く
、
日
本

全
体
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
り
、
議
員
定
数
に

欠
員
が
出
た
こ
と
は

と
て
も
残
念
に
思
う
。 　

以
前
は
、
活
気
の
あ
る
若

者
が
議
員
に
就
い
て
い
た
が
、

本
業
が
あ
ま
り
に
も
多
忙
で

周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
と
い
う
思
い
か
ら
、
次
期

の
立
候
補
を
諦
め
た
背
景
が

あ
る
そ
う
だ
。

　

浦
幌
町
で
は
、
議
会
基
本

条
例
に
う
た
っ
て
い
る
議
員

及
び
町
民
が
自
由
に
情
報
・

意
見
の
交
換
を
行
う
一
般
会

議
や
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
、

講
演
会
な
ど
で
、
議
員
の
な

り
手
不
足
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
を
実
施
し
、
町
民
と
と

も
に
考
え
、
そ
の
検
証
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
な
り
手
不
足
解

消
の
た
め
の
環
境
整
備
を
求

め
る
意
見
書
」
を
国
に
対
し

提
出
し
、
地
方
議
員
が
活
躍

で
き
る
環
境
整
備
及
び
法
改

正
を
要
望
し
て
い
る
。

　

浦
幌
町
議
会
田
村
議
長
は
、

「
我
々
が
一
生
懸
命
取
り
組

ん
だ
お
か
げ
で
、
今
は
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
。

自
己
評
価
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
議
会
改
革
を
進
め
て
き
て
、

間
違
い
は
な
か
っ
た
。
よ

か
っ
た
と
思
う
」
と
話
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

自
信
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ

た
。チ

ー
ム
議
会
で

　
よ
り
町
民
に

　
　
開
か
れ
た
運
営

　

そ
し
て
、
私
た
ち
鰺
ヶ
沢

町
議
会
改
革
委
員
に
対
し
て

ま
ず
は
、「
一
人
で
は
な
に

も
で
き
な
い
、
チ
ー
ム
議
会

に
な
る
こ
と
」、「
身
の
丈
に

合
っ
た
議
会
改
革
を
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

浦
幌
町
議
会
の
み
な
さ
ん

は
す
ご
い
パ
ワ
ー
を
持
っ
た

方
た
ち
で
あ
る
。
同
じ
日
本

人
な
の
に
ど
う
し
て
考
え
が

違
う
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、

開
拓
民
と
し
て
の
気
質
が
こ

の
よ
う
に
動
か
し
て
い
る
の

か
。
※
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
選
択

を
思
い
浮
か
べ
た
。

　

ま
た
、
実
年
齢
に
比
べ
て
、

と
て
も
若
々
し
く
見
え
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
姿

は
率
直
に
か
っ
こ
い
い
と
感

じ
た
。

鰺
ヶ
沢
町
議
会
の

　
改
革
の
ゆ
く
え
は

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、

鰺
ヶ
沢
町
議
会
と
比
較
し
、

議
会
改
革
に
対
す
る
意
識
の

大
き
な
差
を
痛
感
し
た
。

　

我
が
町
議
会
は
、
今
ま
で

ど
お
り
で
よ
い
の
か
、
も
っ

と
も
っ
と
町
民
と
向
き
合

う
べ
き
で
は
な
い
の
か
、

「
チ
ー
ム
議
会
鰺
ヶ
沢
」
は

結
成
で
き
る
の
か
、
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
立
ち
向

か
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
視

察
と
な
っ
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
、

議
会
に
対
し
、
意
見
を
ぶ
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
民
の
た
め
の
議
会
で
あ

る
た
め
に
。

（
菊
谷
忠
光
議
会
改
革
特
別

委
員
長　

記
）

７月26日

浦
うら

幌
ほろ

町議会
議員のなり手不足の検証・チーム議会

※�ヘラクレスの選択とは…ギリシャ神話の中で安全な道と苦難な道が二つあった
ときに苦難な道を選ぶことを指している

浦

浦幌町議会田村議長、森副議長ほか議会運営委員の皆さんと意見交換
を行った議場にて

浦幌町議会との意見交換のようす
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　ここ数年、わが町議会で取り組んできた議会改革、まさに住民に寄り添った開かれた議
会づくりに向け、全国議会改革度ランキング第一位の北海道芽室町議会と、議員のなり手
不足の解消のため取り組んでいる北海道浦幌町議会を視察した。
　個人的には、議会改革に至った思いがどのように表れたのか聞くことを目的に参加し
た。
　両町とも、議会と住民との乖離感に対してこのままではいけないといった思いから、自

分たちがこのような状態を変えるんだといったまさに、開拓者のフロンティアスピリッツがベースとなり改革
に励んできた感じがした。
　今、全国的にこれから迎えるであろう大幅な人口減少問題に際し、議員定数の問題や議会そのものの存在を
見直すといった大きな問題が見え隠れしている。我が町議会としても早くからこの問題に対し、検討し取り組
んでいくことが必要であると再認識させられた。住民に対し、議会制民主主義を今一度ご理解いただくため、
まさに住民に開かれた議会づくりに向け、町議会として、また議員個人のスキルアップが大事であると感じさ
せられた視察研修となった。この思いを持って、さらなる議会改革に向け努力していくことが必要であると感
じた。

　両町議会と当町に類似するこ
とも多く、少子高齢化による人
口減少、議員のなり手不足（無
投票や投票率の落ち込み等）に
よる危機感を抱き、議会改革を
するに至ったとのことである。

　芽室町議会では住民の声を踏まえ、町議会として
の政策を提言するスタイルを形成、また、議会基本
条例の議員自己評価を行うなど、さすが、議会改革
度調査全国一位の芽室町議会であると感心させられ
たと共に、これからも性根を据えて改革に臨みたい
と思う。
　浦幌町議会では、各種団体との意見交換会、休日
議会など鰺ヶ沢町議会としても実施済みのものや計
画しているもののほか、一般質問作成プロセスマ
ニュアル、定例会毎の勉強会、反省会、なり手不足
の検証、反問権（反論権）など、大いに参考にして
議会改革に取り組みたい。

　両町議会では、町民へ微に入
り細にわたって、議会活性化の
ために手を尽くされていること
に感銘した。
　議会基本条例を制定され、本

会議だけでなく委員会の傍聴、会議録の図書館や
ホームページでの公開、また、議会活性化講演会を
開催したり、モニター会議を開くなど、町民のため
に、分かりやすい議会、町民の身近な議会、開かれ
た議会を目指して取り組まれていることを学び、そ
の議会改革への道程の大変さを身にしみて感じた。

　２日間の行政視察は、今後の
議会改革の進め方などを示して
くれ、大変勉強になった。
　議会を改革するために議会基
本条例策定議論を重ね、開かれ
た議会として、町民参加のワー

クショップや町民モニター制度の導入など町民に関
心をもって頂くため、一年だけでなく毎年続けてい
る。
　また、活性化策を検討する中でも、議会改革の項
目を議会活性化計画としてまとめ、全議員で確認し
毎年更新することで、町民の自治に対する意識を高
めていくことにつながっているのだと思った。
　鰺ヶ沢町の発展のためにも、議会改革を町民と一
体となって進めていきたいと感じた。

　芽室町議会、浦幌町議会とも
に議会改革が進んでおり、我が
町議会で抱えている課題解決の
参考とするため両町議会から議
会改革の取り組みの状況などを

聞かせて頂いた。
　両町議会とも現在では町民参加の議会を重要視し
ている。そうする事によって町民に議会への関心を
持ってもらい議員のなり手を確保していきたいとの
思いもある。
　わが町議会も今まさに議会改革を進めている最中
だが、今まで以上に町民が議会に関心を持っていた
だき、町民参加の議会をつくることが早急に必要だ
と感じた。

議会改革特別委員会視察に参加して
　議会改革特別委員会の視察に参加した各委員の感想
を紹介します。

東條　一彦委員

今　　勝義委員

鶴田　悦子委員

新保　勝敏委員

長谷川　統一委員
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地婦連との意見交換会

町議会×地婦連　意見交換会
女性が活躍する鰺ヶ沢町を目指して

　

意
見
交
換
会
で
は
、
町
議

員
11
名
、
地
婦
連
15
名
、
町

職
員
８
名
の
総
勢
34
名
が
参

加
し
、
昨
年
同
様
、
席
替
え

を
し
な
が
ら
テ
ー
マ
ご
と
に

話
し
合
う
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

進
行
は
、
長
谷
川
統
一
議

長
が
務
め
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
意

見
を
模
造
紙
に
書
き
な
が

ら
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
10
月
23
日
、
町
議
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

鰺
ヶ
沢
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
工
藤
八
子
会
長
・

以
下
、「
地
婦
連
」）
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
か
ら
、

町
の
現
状
と
課
題
を
と
ら
え
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
住
民
と
考
え
る
と
と
も
に
、
町
議
会
と
し
て
政
策
形

成
へ
繋
げ
る
た
め
、
地
婦
連
と
共
催
で
実
施
し
た
も
の
で

す
。

女性が活躍するまちづくりのために

③女性の社会地位向上・　　　　　　　　
　　　　　　　社会参画を進めるためには

①町に若い女性が残るために必要なことは ②地域の結びつきを強くするためには

・男女ともに働く所があること
・魅力的な町であること
・出会いの場を町で提供　
・いろんなイベントの開催
・楽しめる場所が少ない
・住宅設備の充実不足
・町が経済的に豊かになることが大事
・子育てしやすい環境　

・職場、家庭の理解
・出産、子育て後の職場の復帰のしやすさ
・男性がしている仕事をできる女性を育てる
・家事MEN・育MEN→家庭がうまくいく
・女性の家庭での仕事分担を考慮する
　（家族の協力）
・育児休暇男性にも取ってほしい
・女性を必要とする社会を増やす

・若い男女がけっぱる　　・若い人の協力が必要
・イベントを多く開催し、交流を深める
・全町での付き合い
・スポーツ大会（６才から100才まで）
・日常の交流が必要‼
・�各地域のもつけの人に呼びかけて地域の問題点
を話し合う！
・高齢者の方も引っぱって参加する（巻き込んで）

雰囲気も良くおもしろか
った。いろんな話、考え
を聞いて勉強になった。

今後、各産業や業種、各
年代との意見交換会を実
施してもいいのでは。

テーマを一つに絞って、
もっと掘り下げて話す
と、具体的な解決方法が
見えてくるのかも。

大きいテーマでいろいろ
な意見が出たが、その意
見はどのように活用され
るのか？

議員の方と毎週１回でも
お茶を飲みながら、お
しゃべりする場があった
らいいな。

参 加 者 の 感 想

＜テーマ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①鰺ヶ沢町に若い女性が残るために必要なことは　　
②地域の結びつきを強くするためには　　　　　　　
③女性の社会地位向上・社会参画を進めるためには　
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議員視察リポート

～
歴
史
文
化
で
結
ぶ
友
好
協
定
　
岩
手
県
久
慈
市
へ
～

　
▼
議
会
基
本
条
例
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は

　
▼
廃
校
の
利
活
用
を
調
査

　
町
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
制
定
及
び
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
関
す
る
こ
と
、
施

設
管
理
運
営
並
び
に
廃
校
利
活
用
に
関
す
る
調
査
の
た
め
、
10
月
３
日
、
４
日
、
岩
手
県

久
慈
市
に
お
い
て
議
員
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
視
察
内
容
を
新
保
勝
敏
議
員
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
議
員
行
政
視
察

は
、
津
軽
藩
の
始
祖
大
浦
光

信
公
の
出
身
地
で
当
町
と
歴

史
文
化
に
お
い
て
交
流
の
あ

る
、
岩
手
県
久
慈
市
を
訪
問

し
た
。

久
慈
市
議
会

　

は
じ
め
に
、
議
会
事
務
局

か
ら
議
会
基
本
条
例
策
定
の

プ
ロ
セ
ス
や
、
議
会
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
に
入
り
、

中
平
議
長
、
桑
田
副
議
長
と

事
務
局
職
員
を
交
え
て
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。

“
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
基
本
条
例
”

　
お
ら
達だ
ち
の
こ
と
ば
で

�

市
民
に
親
し
み
や
す
く

　

議
会
基
本
条
例
策
定
へ
の

契
機
は
前
議
長
の
議
長
選
で

の
議
会
改
革
取
り
組
み
へ
の

決
意
表
明
と
の
こ
と
。
議
長

諮
問
の
議
会
改
革
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
改
革
事
項

を
抽
出
し
議
長
へ
答
申
。
そ

の
後
、
議
会
改
革
推
進
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
下

に
３
専
門
部
会
（
条
例
策

定
・
広
報
広
聴
・
定
数
報
酬

等
）
が
組
織
さ
れ
、
検
討
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　

条
例
策
定
部
会
で
は
、
議

会
改
革
の
必
要
性
な
ど
認
識

を
深
め
、
議
員
同
士
一
条
一

条
話
し
合
い
な
が
ら
策
定
を

進
め
て
い
る
。
条
例
素
案
が

ま
と
め
ら
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
平
成
26

年
３
月
に
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。

条
例
の
特
徴
と
し
て

①
前
文
に
方
言
を
盛
り
込
む

②
議
会
活
動
の
検
証

③
か
だ
っ
て
会
議
の
設
置

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
活
用

⑤
正
副
委
員
長
所
信
表
明

⑥�

議
会
同
士（
事
務
局
同
士
）

の
積
極
的
交
流

が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
久
慈
市
議
会
で
は
、

条
例
を
い
か
す
手
段
と
し
て

条
例
運
用
基
準
を
策
定
し
、

実
施
し
て
い
る
。

市
民
と
一
緒
に
な
っ
て

　
語
る“
か
だ
っ
て
会
議
”

　

議
会
報
告
会
と
は
別
に
実

施
し
て
い
る
「
か
だ
っ
て
会

議
」
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

ス
タ
イ
ル
で
無
作
為
抽
出
し

た
市
民
と
協
働
し
て
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
政
策
課
題
を
話
し

合
い
、
そ
の
意
見
を
受
け
止

め
、
議
会
と
し
て
政
策
形
成

を
検
討
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
活
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
議
案
確
認

　

全
議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

所
有
し
、
日
程
確
認
、
議
案

書
や
議
会
招
集
な
ど
の
通
知

文
書
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認

で
き
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
議
場
内
に

ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
、
映

像
を
使
用
し
た
質
問
を
行
っ

て
い
る
。

　

中
平
議
長
か
ら
当
議
会
は

参
考
に
と
ど
め
、
地
域
に

合
っ
た
議
会
改
革
を
と
助
言

を
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義

な
意
見
交
換
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
を
機
に
、
当

町
議
会
も
条
例
制
定
に
向
け

て
大
き
な
進
展
に
結
び
付
く

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

 　岩手県久慈市は、三陸海岸の太平洋に面し、
NHK朝の連続テレビ小説「あまちゃん」のロケ
地として知られ、海女の素潜り漁や国内最大の琥
珀の産地として有名。
　日本一の面積を誇る白樺林を有するなど、海と
山に恵まれた自然豊かな市です。
【人口・世帯】35,252人・15,661世帯

（平成30年８月末現在）

Ｒｅｐｏｒｔｅｐｏｒｔ

議員行政視察議員行政視察

平成30年度議員行政視察日程

岩手県久慈市
10月３日　久慈市議会
10月４日　久慈市施設
　　　　　　　（３カ所）

積極的に質問する議員

中平議長からタブレット活用の
利点を聞く　　　　　　　　　

鰺ヶ沢町

久慈市
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久
慈
市
文
化
会
館

　
（
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
）

　

２
日
目
、
は
じ
め
に
久
慈

市
文
化
会
館
を
視
察
し
た
。

地
上
３
階
、
地
下
１
階
で
、

大
ホ
ー
ル
（
１
１
７
８
席
）・

小
ホ
ー
ル
（
３
５
１
席
）
の

ほ
か
、
文
化
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

視
聴
覚
室
、
練
習
室
、
会
議

室
、
ラ
ウ
ン
ジ
等
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
中
央
に
あ
る
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
高
さ

43
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ラ
ス
張
り

円
錐
形
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
上
が
る
と
展
望
台
が
あ
り

市
内
一
円
が
眺
望
で
き
る
。

　

担
当
者
か
ら
大
・
小
ホ
ー

ル
な
ど
案
内
し
て
も
ら
い
、

施
設
概
要
や
運
営
方
法
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

説
明
で
は
、
舞
台
ス
タ
ッ

フ
は
３
人
で
市
内
業
者
に
委

託
。
現
在
、
開
館
か
ら
20
年

が
経
ち
設
備
改
修
時
期
を
迎

え
て
い
る
が
、
座
席
は
一
度

も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
こ
と

は
な
く
、
き
れ
い
に
使
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

館
内
の
冷
暖
房
は
重
油
利

用
で
燃
料
費
は
年
間
８
０
０

万
円
、
電
気
料
は
約
２
千
万

円
と
施
設
の
規
模
に
し
て
は

空
調
経
費
が
掛
か
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

大
・
小
ホ
ー
ル
の
年
間
稼

働
率
は
５
割
で
、
学
校
の
吹

奏
楽
の
練
習
な
ど
が
多
く
、

市
民
利
用
の
た
め
減
免
を
手

厚
く
し
、
利
用
の
８
割
方
減

免
と
収
入
面
か
ら
み
る
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
重
き
を
置

い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
、
今
後
、
拠
点

館
の
段
階
的
な
利
用
を
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

町
議
会
と
し
て
も
参
考
と
し

た
い
と
思
う
。

三
船
十
段
記
念
館

　

次
に
、
久
慈
市
出
身
の
柔

道
家
三
船
久
蔵
の
功
績
と
業

績
を
称
え
紹
介
し
て
い
る
三

船
十
段
記
念
館
を
視
察
し

た
。

　

同
館
は
総
工
費
６
億
４
０

０
０
万
円
で
、
平
成
２
年
に

開
館
。
小
柄
な
が
ら
近
代
柔

道
の
礎
を
築
き
、
講
道
館
最

高
位
の
十
段
ま
で
上
り
詰

め
、
柔
道
の
神
様
と
言
わ
れ

た
同
氏
の
生
涯
を
パ
ネ
ル
展

示
や
映
像
な
ど
で
紹
介
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
柔
道
場
が
併
設
さ

れ
て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
の
練
習
が
行
わ
れ
て

い
る
ほ
か
、
久
慈
市
内
の
柔

道
大
会
で
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。廃

校
校
舎
の
利
活
用

方
法
を
学
ぶ

久
慈
市
歴
史
民
俗
資
料
室

　

資
料
室
は
、
長
内
中
学
校

が
久
慈
商
業
高
等
学
校
校
舎

へ
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、

空
い
た
校
舎
を
活
用
し
た
も

の
で
、
文
化
財
の
保
管
お
よ

び
展
示
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　

校
舎
２
階
に
は
教
室
を
改

造
し
た
展
示
室
が
４
部
屋
あ

り
、
久
慈
地
方
の
砂
鉄
資
源

や
鍜
治
道
具
等
、
た
た
ら
製

鉄
に
関
す
る
資
料
、
市
内
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
・

石
器
・
琥
珀
製
玉
等
の
埋
蔵

文
化
財
資
料
、
市
民
か
ら
収

集
し
た
民
具
等
の
民
俗
資
料

を
鑑
賞
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
１
階
、
３
階

に
は
市
内
に
分
散
さ
れ
て
い

た
埋
蔵
文
化
財
、
民
俗
資
料

が
一
括
保
管
さ
れ
て
い
た
。

　

展
示
品
等
は
、
ア
ン
バ
ー

ホ
ー
ル
で
テ
ー
マ
展
示
と
し

て
も
開
催
さ
れ
、
広
く
市
民

に
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
敷
地
内
校
庭
に
は
、

東
日
本
大
震
災
後
に
建
設
さ

れ
た
仮
設
住
宅
が
５
棟
残
っ

て
い
て
、
校
舎
内
の
一
教
室

を
避
難
所
と
し
て
も
開
設
し

て
い
る
。

　

当
町
の
廃
校
利
活
用
を
考

え
る
う
え
で
大
い
に
参
考
と

な
っ
た
。

行
政
視
察
を
終
え
て

　

視
察
当
日
は
、
鰺
ヶ
沢
町

と
久
慈
市
と
の
歴
史
文
化
で

結
ぶ
友
好
協
定
調
印
式
が
行

な
わ
れ
、
両
議
会
が
見
守
っ

た
。

　

今
後
、
自
治
体
の
み
な
ら

ず
、
多
岐
に
渡
り
連
携
が
図

ら
れ
、
更
に
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

�

（
新
保
勝
敏
議
員　

記
）

日
本
海
拠
点
館
の
利

用
・
施
設
の
管
理
運

営
を
探
る

千葉文化課長から展示品の説明を受ける議員

友好協定調印式

併設された柔道場（２面）

当日、コンサートの準備がされていた大ホール

久慈市施設視察
10月４日
久慈市文化会館（アンバーホール）
※アンバーは英語で琥

こ

珀
はく

という意味

三船十段記念館
久慈市歴史民俗資料室
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新
品
目
の
生
産
で

　
　
　
農
業
所
得
増
に
繋
げ
て
い
き
た
い

～まち再発見～
鰺ヶ沢町に住んでみて� Vol. ６

北浮田町

神　宗
ひろ

憲
のり

さん・由
ゆ

利
り

子
こ

さん
　由利子さんは、五所川原市（旧市浦村）出身
夫の宗

ひろ

憲
のり

さん（写真左）と２歳のお子さんと３人暮らし。
宗憲さんは、隣家に住むご両親、弟さんと一緒にトマ
トなどの野菜や精米所を家族経営されています。

　特集「まち再発見」６回目の今回は、鳴
沢地区で、主にトマトを生産している若手
農家の神宗憲さんと町外から嫁いで来られ
た奥様の由利子さんお二人に話を伺いまい
した。
　聞き手は、菊谷忠光広報委員です。

高
校
の
同
級
生

の
紹
介
で
知
り
合

い
、
五
所
川
原
市

（
旧
市
浦
村
）
か

ら
鰺
ヶ
沢
町
に
嫁

が
れ
た
由
利
子
さ

ん
。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
町
の

印
象
は
。

Ａ　

（
由
利
子
さ

ん
）
市
浦
と
は
道

が
続
い
て
い
て
、

あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

く
ろ
く
ま
の
滝
な
ど
自
然
が

豊
富
で
す
ね
。

　

町
の
範
囲
が
広
く
て
、
す

ご
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

結
婚
前
は
時
々
、
海
の
駅

に
野
菜
を
買
い
に
来
て
い
ま

し
た
。

Ｑ　

町
に
住
ん
で
み
て
感
じ

る
こ
と
は
。

Ａ　

買
い
物
は
、
町
外
に
出

な
く
て
も
足
り
る
の
で
助
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
い
る
の

で
大
高
山
の
公
園
な
ど
遊
び

場
が
あ
り
、
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

Ｑ　

町
の
好
き
な
場
所
、
食

べ
物
は
。

Ａ　

ア
ビ
タ
ニ
ア
ジ
ャ
ー

ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
が
好
き
で
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
な
の
で
、

深
谷
の
方
な
ど
も
お
す
す
め

で
す
。
白
神
の
森
遊
山
道
の

中
に
は
ま
だ
入
っ
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
行
っ
て
み
た
い

で
す
。

Ｑ　

農
家
に
お
嫁
に
来
て
く

れ
る
か
な
と
い
う
不
安
は
な

か
っ
た
で
す
か
。

Ａ　

（
宗
憲
さ
ん
）
農
家
と

分
か
っ
て
い
た
の
で
。

Ｑ　

由
利
子
さ
ん
は
ど
う
で

し
た
か
。

Ａ　

農
家
と
い
っ
て
も
ど
ん

な
こ
と
を
や
る
の
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
良

か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

海
の
駅
に
出
荷
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
。

Ａ　

主
に
ト
マ
ト
、
と
う
も

ろ
こ
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を

出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

売
り
上
げ
は
ど
う
で
す

か
。
ま
た
、
何
か
新
し
い
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

売
り
上
げ
は
、
ま
あ
ま

あ
い
い
で
す
。

　

今
後
は
、
野
菜
の
種
類
を

増
や
し
て
み
た
い
で
す
。

　

み
ん
な
が
作
っ
て
い
な
い

新
し
い
も
の
を
作
り
、
海
の

駅
に
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ　

町
に
対

し
て
言
い
た

い
こ
と
、
思

う
こ
と
は
。

Ａ　

今
は
行

け
な
い
で
す

が
、
く
ろ
く

ま
の
滝
を
早

く
直
し
て
も

ら
い
た
い
で

す
ね
。

　

観
光
の
目

玉
で
も
あ
る
し
、
県
外
か
ら

来
る
人
が
い
な
く
な
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

子
ど
も
が
い
る
た
め
、

健
診
場
所
の
中
央
公
民
館
２

階
の
畳
が
古
い
の
が
少
し
気

に
な
り
ま
す
。
夏
場
は
風
が

通
る
け
ど
、
人
が
集
ま
る
と

暑
い
の
で
、
健
診
場
所
は
環

境
が
良
い
と
こ
ろ
が
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
面
で
は
、

お
む
つ
支
給
が
す
ご
く
助
か

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
月
４
回
あ

る
サ
ポ
セ
ン
サ
ロ
ン
で
は
、

保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
子

ど
も
を
遊
ば
せ
た
り
、
親
同

士
交
流
し
た
り
で
き
る
の
で
、

特 集

トマトハウスのそばで新鮮な野菜を販売

助
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

10
年
後
の
夢
、
ま
た
挑

戦
し
た
い
こ
と
は
。

Ａ　

農
業
で
お
金
を
稼
ぎ
た

い
な
と
。
今
は
、
生
産
量
を

増
や
さ
な
い
と
ま
だ
ま
だ
で

す
ね
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
休
ま

せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
は
、
全
ハ
ウ
ス

を
使
用
し
て
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ　

全
体
的
に
気
温
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
ぶ

ど
う
な
ど
果
物
の
栽
培
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
少
量
で

も
販
売
価
格
が
高
い
も
の
を

作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。


